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P6 ････ NOSAI元気通信！
P8 ････今日も皆さまと
P9 ････はじめよう！ 健康生活

神奈川県から二本松市に移住し、今年就農4年目を
迎える塚越実さん（45）【写真左】。今日は遊休桑園
をキュウリ畑に整地するために、大岩や木の根を取
り除く手順を、指導者の大野達弘さん（63）【写真
右】に聞きました。「厳しい面もありますが、農業は
全部おもしろいですね」と塚越さん。キュウリの黄
色い花が咲くまでもう少しです。

P10･･･ NOSAIからのお知らせ
P15･･･新連載「輝く☀農業女子」

遊休桑園をキュウリ畑に整地
二本松市の塚越さん

新規就農者に

エール！
農業共済
制度改正Ｑ&Ａ
農業共済
制度改正Ｑ&Ａ
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皆さまからのご質問に
お答えします。

『農業災害補償法』が施行されて 70 年、農業共済制度は

法律に基づいて、農家の皆さまのための保険事業を展開して

まいりました。そして、今年４月１日から法律が『農業保険

法』に改められ、新たに収入保険制度が導入されました。

農業共済制度改正の概要は、広報紙「ひかり～ＮＯＳＡＩ

ふくしま～」第７号から第９号で掲載しておりますが、皆さ

まからいただいたご質問の中から、いくつかをご紹介したい

と思います。

農業共済
制度改正
Ｑ&Ａ

特 

集
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収
入
保
険
が
始
ま
っ
た
ら
、

今
ま
で
の
農
業
共
済

制
度
は
な
く
な
る
の
？

【
農
作
物
共
済
】

当
然
加
入
制
か
ら

任
意
加
入
制
に

な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

い
つ
か
ら
で
す
か
？

【
農
作
物
共
済
】【
畑
作
物
共
済
】

一
筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
る

そ
う
で
す
が
、
引
受
方
式
は

今
後
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

収
入
保
険
が
始
ま
っ
て
も
、
農
業
共
済
制

度
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
共
済
制
度
は
、

そ
の
一
部
を
改
正
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
補

償
を
目
指
し
て
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
産
か
ら
任
意
加
入
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
の
ど
ち
ら

に
加
入
す
る
の
か
を
、
選
択
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

一
筆
方
式
は
平
成
33
年
産
ま
で
に
原
則
廃

止
と
な
り
ま
す
。
改
正
後
の
引
受
方
式
は
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

特集 農業共済制度改正Ｑ &Ａ

制度に安
心をプラス！

どちらを
選んでもＯＫ!

引受方式 支払基準 補償単位 損害評価方法

一筆方式
（廃止） 収穫量減少 ほ場 現地調査

半相殺方式 収穫量減少 農業者 現地調査

全相殺方式 収穫量減少 農業者 出荷資料等

災害収入共済方式
収穫量減少

かつ
生産金額減少

農業者 出荷資料等

地域インデックス方式
（新設） 収穫量減少 農業者 統計データ
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【
家
畜
共
済
】

死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
が

分
離
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
に

加
入
で
き
る
の
で
す
か
？

【
果
樹
共
済
】

特
定
危
険
方
式
が

廃
止
さ
れ
る
の
は

い
つ
か
ら
で
す
か
？

【
農
作
物
共
済
】

一
筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
部
分
的
な
被
害
は

補
償
さ
れ
な
い
の
で
は
…
？

人
間
で
い
え
ば
死
廃
事
故
の
補
償
は
生
命

保
険
、病
傷
事
故
の
補
償
は
健
康
保
険
で
、今

ま
で
は
セ
ッ
ト
に
し
た
加
入
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
制
度
改
正
後
、
平
成
31
年
１
月

１
日
以
後
に
共
済
責
任
期
間
が
開
始
す
る
共

済
関
係
か
ら
、
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害

共
済
に
分
け
て
、
一
方
の
み
の
補
償
や
別
々

の
補
償
割
合
を
農
家
の
皆
さ
ん
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
筆
方
式
か
ら
他
の
加
入
方
式
に
移
行
し

や
す
い
よ
う
に
、
農
作
物
共
済
に
つ
い
て
は

「
一
筆
半
損
特
例
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
例
は
、
耕
地
ご
と
に
５
割
以
上
の

収
穫
量
の
減
少
が
発
生
し
た
場
合
に
、
坪
刈

り
な
ど
を
し
な
く
て
も
５
割
の
減
収
と
し
て

共
済
金
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。

一
筆
半
損
特
例
の
付
加
は
、
加
入
者
が
選

択
で
き
ま
す
。

現
行
の
特
定
危
険
方
式
と
樹
園
地
単
位
方

式
は
平
成
33
年
産
ま
で
で
、
平
成
34
年
産
か

ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

全相殺方式では、圃場Ａ～Ｃの収穫量の合計
が平年の９割を下回らないと共済金が支払わ
れませんが、「一筆半損特例」を付けること
で、５割以上の収量減が見込まれる圃場Ｃは
坪刈りなどを行わず「５割減収」と評価して
共済金を支払います。

死亡廃用共済と疾病傷害共済の補償割合

一筆半損特例

圃場Ａ 圃場Ｂ 圃場Ｃ

５割以上の
被害被害なし 被害なし

うちは○割
ね！

共済の種類 補償割合

死亡廃用共済 評価額の２割～８割

疾病傷害共済
期首に設定される支払限
度額を上限に、選択割合

（～ 10 割）を設定できる。

被害なし
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【
園
芸
施
設
共
済
】

園
芸
施
設
共
済
の
短
期
加
入
の

廃
止
に
よ
り
、
施
設
を
設
置
し
て

い
な
い
期
間
に
つ
い
て
も
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

農
業
共
済
か
ら
収
入
保
険
へ

加
入
者
が
移
行
す
る
と
、
農
業

共
済
の
掛
金
率
が
高
く
な
っ
た
り

し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

補
償
の
総
合
化
を
図
る
た
め
、
被
覆
し
て

い
な
い
期
間
も
含
め
て
加
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
骨
材
を
撤
去
し
、
施
設
そ
の

も
の
が
な
い
期
間
に
つ
い
て
は
、
補
償
対
象

と
す
る
園
芸
施
設
が
存
在
し
な
い
た
め
、
加

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
行
が
あ
っ
て
も
掛
金
率
が
高
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
改
正
の
中
で
、農

業
共
済
の
掛
金
率
は
、
農
業
者
ご
と
の
被
害

率
に
応
じ
て
危
険
段
階
別
に
設
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
の
で
、
農
業
共
済
加
入
者
数
の

母
数
が
減
少
し
て
も
、
農
業
共
済
の
加
入
者

そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
段
階
に
応
じ
た
率
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

農
業
災
害
補
償
制
度
は
、
農
家
数
の
減

少
・
高
齢
化
な
ど
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
事
業
執
行

に
よ
る
農
家
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽
減
の
観

点
か
ら
、
今
回
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
秋
か
ら
農
業
共
済
制
度
に
加

え
、収
入
保
険
制
度
の
受
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
農
業
共
済
制
度
は
、
自
然
災
害
な
ど

不
慮
の
事
故
に
よ
る
収
量
減
少
が
対
象
で

す
。
補
償
の
対
象
は
定
め
ら
れ
た
品
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、収
入
保
険
制
度

は
、対
象
品
目
の
限
定
が
基
本
的
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
市

場
価
格
の
下
落
や
為
替
の
変
動
に
起
因
す

る
場
合
で
も
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
、農
家

の
皆
さ
ま
の
経
営
に
合
わ
せ
て
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
い
た
だ
い
て
、無
保
険
者
が
な

い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

施設そのものがない期間は

加入する必要はありません

特集 農業共済制度改正Ｑ &Ａ

段階別で掛金が定められているんだね！

な
る
ほ
ど
ー
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地
産
地
消
の
優
れ
た
取
り
組
み

を
県
が
表
彰
す
る
２
０
１
７
年
度

ふ
く
し
ま
地
産
地
消
大
賞
に
、「
田

村
市
ご
当
地
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
地
元
産
の

食
材
を
８
種
類
以
上
使
用
し
た
「
た

む
ら
八
彩
（
や
さ
い
）
カ
レ
ー
」
や
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

の
開
発
な
ど
、
生
産
者
と
販
売
店
、

飲
食
店
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が

高
い
評
価
を
得
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

「
田
村
市
の
お
い
し
い
食
材
を
、

他
の
地
域
に
も
広
げ
た
い
と
思
っ

て
始
め
た
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
の
方

の
協
力
を
得
て
広
が
り
ま
し
た
。
受

賞
は
大
変
光
栄
で
す
」
と
代
表
の
箱

崎
哲
司
さ
ん
（
65
）。

こ
ち
ら
の
カ
レ
ー
は
田
村
市
内

の
９
つ
の
飲
食
店
で
提
供
し
て
お

り
、
お
店
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味

を
楽
し
め
ま
す
。
箱
崎
さ
ん
経
営
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
で

も
、
10
種
類
以
上
の
地
元
産
食
材
を

使
っ
た
カ
レ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

福
島
市
上
名
倉
の
高
橋
正
幸
さ

ん
（
67
）
は
、“
ふ
く
し
ま
よ
り
『
会

津
の
か
お
り
』
を
お
届
け
し
ま
す
”

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
、
楽
天
市
場

店
と
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
そ
ば
工
房　

十
割
・
さ
く
ら
蕎
麦
」
を
出
店
し
、福

島
産
の
お
い
し
い
そ
ば
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
15
年
前
か
ら
趣
味

と
し
て
そ
ば
打
ち
を
始
め
、
周
囲
の

「
お
い
し
い
ね
」
の
言
葉
に
喜
び
を

感
じ
、
自
ら
ソ
バ
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。

福
島
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
会

津
の
か
お
り
」
の
栽
培
を
始
め
、
ソ

バ
麦
畑
を
徐
々
に
増
や
し
、
今
年
は

３
㌶
の
作
付
け
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

今
後
に
つ
い
て
箱
崎
さ
ん
は
、

「
提
供
店
を
増
や
し
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
方
に
た
む
ら
八
彩
カ
レ
ー

を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
も
加
盟
団
体
や
個
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
的
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」

　

田
村
市
船
引
町
船
引
字
五
升
車
65

　

☎
０
２
４
７-

８
２-

０
６
７
９

昨
年
出
店
し
て
か
ら
は
、
順
調
に

顧
客
が
増
え
、
約
３
割
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
の
こ
と
。「
お
か
げ
さ
ま
で

順
調
に
ソ
バ
の
実
が
な
く
な
り
、
５

月
に
は
閉
店
に
な
り
そ
う
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
高

橋
さ
ん
。

そ
ば
の
風
味
を
大
切
に
す
る
た

め
、
十
人
前
を
１
時
間
か
け
て
打
つ

の
が
、高
橋
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
。「
お

い
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
商

品
を
こ
れ
か
ら
も
届
け
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
４-

５
２
９-

５
１
３
３

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
そ
ば
工
房

　

十
割
・
さ
く
ら
蕎
麦
」
を
検
索
！

県
北
支
所

郡
山
田
村
支
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
そ
ば
屋
を
出
店

そ
ば
工
房 

十
割
・
さ
く
ら
蕎
麦

ふ
く
し
ま
地
産
地
消
大
賞
受
賞
！

「
田
村
市
ご
当
地
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

手打ち作業

麺切り作業

ご主人の高橋さん。
「おいしい」の言葉が蕎麦
打ちの原動力。

NOSAI

元気
通信

レストラン「ドルフィン」の「たむら八彩カレー」。
新鮮なサラダや、煮込むことで深いコクを出し
た辛味のルーが食材を引き立たせています。

箱崎哲司代表
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白
河
市
東
の
「
た
ま
ご
工
房
石
井

（
有
限
会
社
石
井
養
鶏
場
）」
で
は
、

白
河
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
「
碧
空

た
ま
ご
」
を
使
っ
た
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
、
味
付
け
煮
卵
の
「
味
た
ま
」
を

新
た
に
商
品
化
し
ま
し
た
。

「
鶏
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
卵
は
産
ま
れ

ま
せ
ん
」
と
社
長
の
石
井
信
一
さ
ん

（
56
）。
有
機
微
生
物
と
ミ
ネ
ラ
ル
を

配
合
し
た
水
と
、
天
然
有
機
総
合
ミ

ネ
ラ
ル
飼
料
で
育
て
た
「
碧
空
た
ま

ご
」
は
、
鶏
舎
の
温
度
や
衛
生
管
理

を
徹
底
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
含
有
量
は

通
常
の
卵
の
10
倍
を
誇
り
ま
す
。

新
発
売
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
、
白

河
産
の
リ
ン
ゴ
「
紅
玉
」
を
使
用
。

南
相
馬
市
原
町
区
の
農
産
物
直
売

所「
株
式
会
社
い
と
と
ん
ぼ
」で
は
、南

相
馬
市
産
の
タ
マ
ネ
ギ
や
菜
種
油
を

使
用
し
た
「
南
相
馬
野
馬
追
カ
レ
ー
」

を
発
売
し
ま
し
た
。

商
品
は
直
売
所
の
ほ
か
、常
磐
自
動

車
道
南
相
馬
市
Ｓ
Ａ「
セ
デ
ッ
テ
か
し

ま
」
や
「
道
の
駅
・
南
相
馬
」
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
６
次
化

商
品
に
興
味
が
あ
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
作
り
た
い
と
開
店
当
初
か
ら
考

え
て
い
ま
し
た
」
と
、
代
表
取
締
役
・

田
中
久
治
さ
ん
（
68
）。

食
材
の
タ
マ
ネ
ギ
は
、南
相
馬
市
の

皮
と
煮
る
こ
と
で
鮮
や
か
な
ピ
ン

ク
に
染
ま
り
ま
す
。「
シ
ナ
モ
ン
を

使
っ
て
い
な
い
の
で
、
苦
手
な
方
で

も
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
」
と
妻
の
ま
さ

子
さ
ん
（
57
）。
味
た
ま
は
「
ビ
ー
ル

の
お
つ
ま
み
や
ラ
ー
メ
ン
の
お
供

に
も
お
す
す
め
で
す
」
と
石
井
社
長
。

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
農
場
、
東
直

売
所
ふ
れ
あ
い
の
里
、
農
産
物
直
売

所
ア
グ
リ
パ
ー
ク
、
矢
吹
ヶ
原
農
産

直
売
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

た
ま
ご
工
房
石
井

　

☎
０
２
４
８-

３
４-

２
１
５
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.

　

nam
atam

ago.co.jp/

「
豊
福
フ
ァ
ー
ム
（
豊
田
雅
夫
代
表
）」

が
栽
培
す
る
も
の
を
使
用
し
、相
馬
農

業
高
等
学
校
の
学
生
が
名
付
け
親
の

非
遺
伝
子
組
み
換
え
菜
種
油
「
油
菜

（
ゆ
な
）
ち
ゃ
ん
」
を
原
料
に
加
え
ま

し
た
。
商
品
名
は
、相
馬
野
馬
追
の
メ

イ
ン
で
あ
る
神
旗
争
奪
戦
や
甲
冑
競

馬
が
、同
市
の
雲
雀
ケ
原
祭
場
地
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

た
い
と
の
思
い
か
ら「
南
相
馬
野
馬
追

カ
レ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

「
新
た
に
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
原
ノ
町
駅

で
の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。震
災

復
興
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
」と
田
中
さ
ん
。
町
に
お
い
し

い
魅
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

株
式
会
社
い
と
と
ん
ぼ

　

☎
０
２
４
４-

２
３-

７
３
２
８

白
河
支
所

相
馬
支
所

碧あ
お

空ぞ
ら

た
ま
ご
を
使
っ
た
新
商
品
、

「
味
た
ま
」「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」を
皆
さ
ま
に

地
元
産
タ
マ
ネ
ギ
入
り

「
南
相
馬
野
馬
追
カ
レ
ー
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

アップルパイ

シフォンケーキ
ブルーベリー

味たま

プリン

「 南 相 馬 野 馬 追カ
レー」（甘口・中辛）
１箱 648 円（税込）、
ギフト用（甘口２・中
辛２） 箱付 3000 円

（税・箱代込）

田中代表取締役（右）とタマネギを栽培
する豊福ファームの豊田代表（左）

直売所では
「豊福ファーム」の

タマネギも販売

南相馬産菜種油
「油菜ちゃん」

「自分が食べておいしくて安心な
ものを、お客さまにも食べてほし
い」と思いを話す石井社長と妻の
まさ子さん。

碧空たまご
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

収入保険が平成 31 年１月から開始となり、共済
制度も大幅に改正されると聞いています。組合か
らの重要な情報を皆さんにお知らせしたり、組合
員の要望を組合に伝えたりと、私たち NOSAI 部長
が農家と組合をつなぐ良きパイプ役となれるよう
頑張ります。田植えの季節が目前となりました。事
故等に気を付けながら、今年も進めてまいります。

今年から水稲の生産調整割り当てがなくなり作
付が自己判断となりますが、それによるメリット・
デメリットを組合員の方に正しく伝えていきたい
です。収入保険制度も始まりますので、水稲共済
との違いを伝え、加入を推進していきます。地元
では年々水稲の作付依頼が増えていますが、忙し
い中でも丁寧に確実に作業することが目標です。

現在、日本の農業は、従事者の高齢化や後継者
不足など多くの課題を抱えています。若い世代が
続けたいと思う農業を実現することが不可欠です。
多くの課題を解消する方策として、これから始ま
る収入保険制度や、農業共済制度の見直しに期待
しています。今後も組合と農家をつなぐパイプ役
として、制度の普及、推進に努めていきます。

NOSAI 部長及び損害評価員を務めて 18 年にな
ります。今年度からは収入保険も始まるので大変
だとは思いますが、NOSAI にはこれからも農家の
助けになる制度運営をしてほしいと期待していま
す。今後もできるだけ長く水稲を作りながら、地
元の組合員のためになるよう、貢献していければ
と考えています。

皆さまと組合の良きパイプ役として。

新制度を正しく伝えていきます。

次世代が続けたいと思う農業を！

農家の助けになる制度に期待します。

本宮市　平 幸夫さん（70）

NOSAI 部長歴／２年　白沢地区

会津坂下町　渡部 三郎さん（64）

NOSAI 部長歴／９年　勝方地区

水稲 2100㌃、
そば 500㌃、

身不知柿 25㌃

水稲 18㌃

水稲 50㌃

水稲 160㌃
浅川町　鈴木 恵さん（68）

NOSAI 部長歴／３年　浅川地区

いわき市　片寄 康美さん（72）

ＮＯＳＡＩ部長歴／１８年　好間町地区

安
達
支
所

会
津
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

い
わ
き
支
所

「
」
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今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ま
だ
ま
だ

猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
中
、
花
粉
症
の
季

節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
る
と
、
異
物
を
排
除
す
る
喉
や

気
管
支
の
線
毛
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
免

疫
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
そ
こ
に
花
粉
が

飛
散
し
て
く
る
と
、
咳
や
、
く
し
ゃ
み
の

症
状
が
強
く
出
て
、
喘ぜ

ん

息そ
く

の
よ
う
な
ひ
ど

い
症
状
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

「
花
粉
症
」
と
い
う
呼
び
名
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
前
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
）
の
年
に
初
め
て

発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
と
て
も
新
し
い
疾

患
な
の
で
す【
表
１
】。
日
本
の
国
土
は
７

割
が
森
林
で
、
昔
は
そ
の
90
％
が
広
葉
樹

で
し
た
。
し
か
し
、
建
築
木
材
の
需
要
拡

大
で
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
針
葉
樹
が
植
林

さ
れ
人
工
林
の
99
％
が
針
葉
樹
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
今
、
40
～
60
年
経
ち
花

粉
を
盛
ん
に
出
す
成
林
に
な
り
、
花
粉
症

の
人
達
が
増
加
し
て
い
る
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
【
表
２
】。
花
粉
症
の
症
状
は
、く

し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
目
の
か
ゆ

み
…
つ
ま
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
な
の
で
す
が
、
こ
れ

が
多
数
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
排

ガ
ス
や
大
気
汚
染 

、
黄
砂
な
ど
の
環
境
因

子
が
加
わ
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
と
い
う
と
、
そ
の
70
％
が
ス
ギ

花
粉
が
原
因
で
あ
る
た
め
２
月
頃
か
ら
騒

が
れ
ま
す
が
、実
は
一
年
中【
表
３
】、様
々

な
植
物
…
主
に
春
は
イ
ネ
科（
ハ
ル
ガ
ヤ
・

カ
モ
ガ
ヤ
な
ど
）、秋
は
キ
ク
科
（
ブ
タ
ク

サ
・
ヨ
モ
ギ
な
ど
）
の
雑
草
の
他
、
果
物

の
木
々
の
花
で
も
起
き
ま
す
の
で
、
ス
ギ

は
大
丈
夫
で
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
去
年
ま
で
起
き
な
か
っ
た
人
で
も
安

心
で
き
ま
せ
ん
。
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
い
つ

発
症
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

ア
レ
ル
ギ
ー
は
家
の
中
で
も
要
注
意
！ 

ダ
ニ
、
カ
ビ
、
塵ち

り

や
蛾
な
ど
の
昆
虫
や
犬
・

ネ
コ
な
ど
ペ
ッ
ト
が
原
因
の
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ら
は
一
年
中
通
じ
て
起
き
、
喘
息
に

な
る
こ
と
も
多
い
の
で
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ひ
ど
く
な
る
前
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

清明クリニック 佐藤 睦子

第９回

はじめよう
！

健康生活

肥満細胞

※監修：日本医科大学大学院
　医学研究科 頭頸部感覚器科学
　分野 教授 大久保公裕先生

❶花粉が目や
　鼻から
　入ってくる

❷リンパ球が花粉を
　侵入者と認識する

❸リンパ球がlgE抗体をつくる

❹lgE抗体が
　肥満細胞にくっつく ❺再び花粉が

　侵入

❻化学物質
　（ヒスタミン
　など）が
　分泌される

抗体 くしゃみ・鼻水・鼻づまり・
目のかゆみ・目の充血・涙目

表1

花粉症有病率※の推移
※スギ花粉症とスギ以外の花粉症全体の有病率

1.5倍

表2

1998年

2008年

19.6%
29.8%

※鼻アレルギー診療ガイドライン
　2013年版（改訂第７版）より作図

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ハンノキ カモガヤ
スギ
ヒノキ

シラカバ
ホソムギ

オオアワガエリ

黄砂

表3

梅雨 台風

ブタクサ
オオブタクサ

ヨモギ
カナムグラ

セイタカアワダチソウ

シーズン到来!! 
花粉症
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からのお知らせ

加入面積
基準

対象となる
共済事故

補償期間

平成 29 年産の水稲は、７月下旬から８月下旬にかけて、低温・日照不足による生
育不良が発生し、さらに、中山間地においては、イノシシやクマによる獣害等が発生
しました。これらの被害により県内 1,293 戸の農家に対して 78,916,420 円の共済金
を 12 月末にお支払いしました。

このような災害から安定した農業経営を確保し、安心して栽培できる環境を作るた
めにも、水稲共済への加入をおすすめします。加入する際は、引受方式や単位当たり
共済金額（１㎏当たり補償単価）を選択できます。

また、水稲共済細目書異動申告票については、提出期限が４月 30 日に変更になり
ました。

この異動申告票には、前年産の加入内容等が印字されていますので、作付耕地の地
名地番、面積、品種等をご確認いただき、期限までに提出してください。

水稲及び麦の耕作面積の合計が 10㌃以上の方が加入できます。
ただし、水稲の耕作面積が 30㌃以上の方は、農業災害補償制度によ
り、必ず加入する「当然加入制」となっています。

風水害、干害、冷害などの自然災害及び鳥獣害、病虫害などによる減
収を対象としています。

移植期（直播の場合は、発芽期）から収穫期（適期に刈取り、圃場か
ら搬出する時期）までの期間です。

水稲共済細目書異動申告票提出期限が
４月30日に変更になりました

※基準収穫量とは、「平年収量」のことで、その年の天候や肥培管理等が平年並みだった場合に見込まれる収量です。

水稲共済

引受方式 補償割合
（支払開始損害割合） 補償内容

一筆方式
7割（3割）

耕地一筆ごとに、基準収穫量の選択した支払開始損害割
合を超える減収があったときに共済金を支払います。6割（4割）

5割（5割）

半相殺方式
8割（2割） 組合員ごとに、被害耕地の減収量の合計が、組合員の基

準収穫量の選択した支払開始損害割合を超える場合に共
済金を支払います。

7割（3割）
6割（4割）

全相殺方式
9割（1割） 組合員ごとに、組合員の基準収穫量から実収穫量を差し

引いた数量が、選択した支払開始損害割合を超える場合
に共済金を支払います。

8割（2割）
7割（3割）

品質方式
9割（1割） 組合員ごとに、品質を加味した収穫量が基準収穫量を下

回り、さらに生産金額が基準生産金額に選択した補償割
合を乗じた金額を下回った場合に、共済金を支払います。

8割（2割）
7割（3割）

10ひかり NOSAIふくしま 10号



からのお知らせ

加入面積
基準

加入申込
期間

対象となる
共済事故

補償期間

平成 29 年産の大豆は、播種期の降雨により土壌湿潤となり、発芽不良や根腐れに
よる生育の抑制がありました。

また、８月からの長雨による土壌湿潤及び日照不足による生育不良、受精障害や連
続接近した台風 21 号、台風 22 号から変わった温帯低気圧の集中豪雨による雨害湿潤
により腐敗粒等が発生しました。

これらの被害により、41 戸の農家に対して 5,717,523 円の共済金をお支払いしま
した。安定した経営と安心して栽培できる環境を作るためにも、大豆共済へのご加入
をおすすめします。加入する際は、引受方式を選択できます。

単位当たり共済金額（１㎏当たり補償単価）は、経営所得安定対策の畑作物の直接
支払交付金を申請する農業者と、申請しない農業者で異なります。交付申請の有無を
確認してください。

なお、畑作物の直接支払交付金の面積払い交付金を申請する農業者は、当年産の減
収量に交付金に相当する数量を加算して共済金の算定を行うことがあります。

大豆の栽培面積が 5㌃以上の方が加入できます。

5月1日から6月15日まで

風水害、干害、冷害などの自然災害及び鳥獣害、病虫害などによ
る減収を対象としています。

発芽期から収穫期（適期に刈取り、圃場から搬出する時期）まで
の期間です。

加入申込みが
５月1日から始まります。

※基準収穫量とは、「平年収量」のことで、その年の天候や肥培管理等が平年並みだった場合に見込まれる収量です。

畑作物共済
（大豆）

引受方式 補償割合
（支払開始損害割合） 補償内容

一筆方式 7割（3割） 耕地一筆ごとに、基準収穫量の 3 割を超える減収があっ
たときに共済金を支払います。

半相殺方式 8割（2割） 組合員ごとに、被害耕地の減収量の合計が、組合員の基
準収穫量の 2 割を超える場合に共済金を支払います。

全相殺方式 9割（1割） 組合員ごとに、組合員の基準収穫量から実収穫量を差し
引いた数量が、1 割を超える場合に共済金を支払います。
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からのお知らせ

農
業
用
ハ
ウ
ス
は
、
常
に
自
然
災
害

の
被
害
に
遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

春
の
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
が
、
春
は
天
気
の
変
化
が
大

き
く
、
急
激
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ

る
強
風
で
毎
年
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

自
然
災
害
に
よ
る
損
害
の
備
え
に

園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
は
農
作
物
を
栽
培
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど

が
自
然
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
時
に
損
害
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

春
の
災
害
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す

補
償
の
対
象
と

な
る
災
害
は
…

被
害
が
発
生
し
た
ら
す
ぐ
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
被
害

が
発
生
し
た
と
き
、ま
た
施
設
内
農
作
物
に

病
虫
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、損
害
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

　

損
害
の
通
知
が
遅
れ
、被
害
状
況
を
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、共
済
金
を
お
支
払
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

❶
特
定
園
芸
施
設（
ハ
ウ
ス
本
体
＋
被
覆
材
）

農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
雨
よ

け
ハ
ウ
ス
な
ど
）

❷
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水
施
設
、

自
動
制
御
施
設
な
ど

❸
施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、花
き

類
の
生
産
費

　

共
済
掛
金
の
50
％
を
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
加
入
者
の
実
負
担
は
掛
金
の
半
分

と
な
り
ま
す
。（
共
済
金
額
８
千
万
円
が
上

限
。
復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は
加
入
者
の
全

額
負
担
と
な
り
ま
す
）

　

引
受
の
契
約
は
、施
設
園
芸
用
の
施
設
１

棟
ご
と
に
な
り
ま
す
。特
定
園
芸
施
設
を
基

本
に
組
み
合
わ
せ
て
加
入
が
で
き
ま
す
が
、

所
有
す
る
施
設
す
べ
て
同
じ
組
み
合
わ
せ

で
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
撤
去
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体
の
解
体
、撤

去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

◦
復
旧
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体
の
復
旧
に

要
す
る
費
用

風水害、ひょう害、
雪害、その他
気象上の原因

（地震及び噴火を含む）
による災害

火災、破裂
及び爆発

鳥獣害病虫害航空機の墜落、
車両の衝突及び接触

強風による
被害を受けた
農業用ハウス

　
補
償
の
対
象
は
…

　
共
済
掛
金
は

　
一
括
加
入
制

　
そ
の
ほ
か
の
補
償

12ひかり NOSAIふくしま 10号



からのお知らせ

春
を
迎
え
、
農
作
業
が
忙
し
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
作
業
前
に
点
検
や
整
備
を
行
い
安
全

に
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
共
済
の
加
入
状
況
確
認
も
忘
れ
ず
に
！

地
震
等
災
害
に
よ
る
支
払
い
が
Ｕ
Ｐ
！

共
済
金
額
の
30
％
→ 
50
％
に
限
度
額
を
引
き
上
げ

補
償
の
限
度
額
が
Ｕ
Ｐ
！

総
合
共
済
の
補
償
限
度
額
の
引
き
上
げ
２
０
０
０
万
円
→ 

４
０
０
０
万
円

火
災
共
済
と
合
わ
せ
て
１
億
円
ま
で
Ｏ
Ｋ
！

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
を
新
設

損
害
額
が
30
万
円
以
下
の
小
損
害
事
故
の
場
合
に
、実
損
害
額
を
全
額
共
済
金
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

特
別
費
用
共
済
金
の
対
象
事
故
を
自
然
災
害
ま
で
拡
大

臨
時
費
用
担
保
特
約
の
支
払
割
合
が
Ｕ
Ｐ
！

20
％
→ 

最
高
30
％

臨
時
費
用
共
済
金
の
支
払
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
損
害
共
済
金
額
の
20
％
（
２
５
０
万
円
限
度
）

で
し
た
が
、
最
高
30
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
10
％
、
20
％
も
選
択
で
き
ま
す
。

安
心
ポ
イ
ン
ト
1

安
心
ポ
イ
ン
ト
2

安
心
ポ
イ
ン
ト
3

安
心
ポ
イ
ン
ト
5

安
心
ポ
イ
ン
ト
4

自
然
災
害
へ
の
備
え
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

安
心
の

安
全
な
農
作
業

建
物
共
済

農
機
具
共
済

建物も農機具もお近くの NOSAI へご相談ください

トラクターは、過酷な条件を PTO で作業機に動力を提供しながら進んでいきます。足回りは当然ですが、回転
力を伝えるジョイント部分などにはグリス・注油箇所が必ずあります。作業前点検の際には、グリス・注油箇所の
グリスアップ・注油は忘れずに行ってください。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

写真提供／ISEKI

作業前のチェックポイント

ブレーキペダル
タイヤの空気圧

バッテリー

冷却水

ファンベルト

エンジンオイル
ブレーキの効きは

充分ですか？

規定圧と左右のバランス
は取れていますか？

液は規定量
入っていますか？

冷却水は規定量
入っていますか？

ベルトの緩みは
ありませんか？

オイルは規定量入っていますか？
定期交換していますか？
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からのお知らせ

【
白
血
病
と
は
】

近
頃
、
牛
白
血
病
と
思
わ
れ

る
症
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

そ
の
症
状
は
様
々
で
す
。『
元

気
が
な
く
、
以
前
よ
り
食
欲
が

な
く
痩
せ
て
き
た
。
下
痢
気
味

だ
。鼓
脹
症
に
な
り
や
す
い
。突

然
、原
因
不
明
の
後
躯
麻
痺
、起

立
不
能
に
な
る
。
眼
球
が
突
出

し
て
き
た
。
肺
炎
や
乳
房
炎
が

治
り
に
く
い
。
頚
静
脈
が
怒
張

（
ふ
く
れ
上
が
る
）
し
て
、冷
性

浮
腫
（
む
く
み
）
が
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
一
番
の
特
徴
と
し
て

体
表
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
』
な

ど
、
多
彩
な
臨
床
症
状
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
表
の
リ

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

ン
パ
節
の
腫
れ
が
現
れ
な
く
て

も
、
体
内
で
腫
瘍
が
形
成
さ
れ
、

繁
殖
検
診
や
人
工
授
精
時
の
直

腸
検
査
で
初
め
て
気
づ
く
場
合

や
、
と
畜
場
で
腫
瘍
が
発
見
さ

れ
全
廃
棄
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
正
常
畜
で
出
荷
し
て
全

廃
棄
に
な
れ
ば
経
済
的
被
害
が

甚
大
で
す
。

【
白
血
病
の
病
態
】

牛
白
血
病
の
病
態
は
、
血
液

中
に
あ
る
リ
ン
パ
球
に
ウ
イ
ル

ス
が
感
染
し
体
内
か
ら
排
除
さ

れ
ず
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
た

状
態
（
持
続
感
染
）
に
な
り
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

持
続
感
染
し
て
い
る
約
90
％

牛
群
に
忍
び
寄
る
恐
怖
の
牛
白
血
病

の
感
染
牛
は
、
見
た
目
は
健
康

で
あ
り
、
生
産
性
に
も
全
く
問

題
な
く
経
過
し
ま
す
。
実
際
、

感
染
し
て
も
発
症
せ
ず
に
一
生

を
終
え
る
牛
も
い
ま
す
。
病
態

が
進
む
と
30
％
の
牛
は
、
持
続

性
リ
ン
パ
球
増
多
症
を
呈
し
ま

す
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
あ
と
１

枚
で
発
症
す
る
危
険
な
状
態
と

な
り
ま
す
。
２
枚
目
で
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
と
な
り
１
～
10
％
の
牛

は
、
数
年
の
潜
伏
期
間
を
経
て

牛
白
血
病
を
発
症
し
ま
す
。
牛

白
血
病
は
、
不
治
の
病
で
あ
り
、

特
効
薬
も
な
け
れ
ば
ワ
ク
チ
ン

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
発

症
す
れ
ば
予
後
不
良
で
、
い
ず

れ
死
の
転
帰
を
取
り
ま
す
。

【
白
血
病
対
策
】

　

感
染
の
予
防
と
防
除
が
重
要

な
対
策
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
拡
大
の
原
因
は
、
注
射

針
や
直
腸
検
査
用
手
袋
を
複
数

の
牛
に
繰
り
返
し
用
い
た
り
、

除
角
、
去
勢
と
い
っ
た
出
血
を

伴
う
処
置
、
感
染
牛
の
分
娩
や

そ
の
初
乳
を
子
牛
が
哺
乳
す
る

こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
、
ア
ブ

や
サ
シ
バ
エ
の
吸
血
に
よ
っ
て

血
液
（
感
染
リ
ン
パ
球
）
を
介

し
て
感
染
す
る
の
で
、
発
生
が

見
ら
れ
る
時
期
に
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
牛
舎
の

周
囲
に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
こ
と
や
牛
舎
内
で
も
各
群
間

に
応
じ
て
ネ
ッ
ト
を
張
る
、
ア

ブ
の
生
息
場
所
と
牛
舎
の
間
に

ア
ブ
ト
ラ
ッ
プ
を
配
置
す
る
な

ど
で
す
。
サ
シ
バ
エ
の
対
策
は
、

牛
舎
周
辺
等
の
衛
生
対
策
、
脱

皮
阻
害
剤
の
定
期
散
布
が
有
効

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
、
牛
に
接
触
す
る
作
業

の
順
序
は
非
感
染
牛
群
か
ら
行

い
、
感
染
牛
と
非
感
染
牛
を
極

力
分
離
し
て
飼
育
す
る
こ
と
が

感
染
の
拡
大
を
抑
制
し
ま
す
。

そ
し
て
、素
牛
の
外
部
導
入
、預

託
お
よ
び
放
牧
の
後
に
は
、
感

染
し
て
い
る
か
ど
う
か
血
液
検

査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

【
ま
と
め
】

　

平
成
21
～
23
年
度
に
白
血
病

抗
体
陽
性
率
の
全
国
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
６
ヶ
月
齢
以

上
の
乳
用
牛
で
40
・
９
％
、
肉

用
繁
殖
牛
で
28
・
７
％
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
牛
群
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
ど
の
程
度
の
浸
潤
状

況
に
あ
る
の
か
把
握
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　
『
敵
を
知
り
作
戦
を
練
る
』こ

と
で
強
固
な
牛
群
が
築
き
上
げ

ら
れ
、
ひ
い
て
は
、
盤
石
な
経

営
基
盤
の
確
立
に
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
ま
す
。『
彼
を
知
り
己
を

知
れ
ば
、
百
戦
し
て
殆
う
か
ら

ず
』（
孫
子
よ
り
）
で
す
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
な
牛
群
づ
く
り
を
。

県北家畜診療
センター
所長 片貝 富夫

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座
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からのお知らせ

齋藤　蘭さん（31）
（福島市）

いわせ長寿苑で、
左から仲沼登美
子副部長、吉田
和子部長、安達
寿男施設長

オルキスで、
左から仲沼登美
子副部長、吉田
和子部長

右から下重三男所長、根本敏子部長、
大平キヨ子副部長

ＮＯＳＡＩ女性部で「タオル１本運動」を展開
施設に未使用タオルを贈呈

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
い
わ
せ
石
川
支

所
女
性
部
（
部
員
数
７
９
４
人
）
の
吉

田
和
子
部
長
、
仲
沼
登
美
子
副
部
長

は
、「
タ
オ
ル
一
本
運
動
」
で
集
め
た

タ
オ
ル
２
０
０
本
を
、須
賀
川
市
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
わ
せ
長
寿
苑

と
石
川
町
介
護
老
人
保
健
施
設
オ
ル

キ
ス
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
女
性
部
で
は
、総
会
や
役
員
会
時

に
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
り
、管

内
の
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
て
お

り
、今
回
で
通
算
13
回
目
と
な
り
ま
す
。

い
わ
せ
長
寿
苑
の
安
達
施
設
長
よ

り
「
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、吉
田
女
性
部
長
ら
も

「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
何

よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で

答
え
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
白
河
支
所
女
性
部

（
部
員
数
７
０
０
人
）
の
根
本
敏
子
部
長
、

大
平
キ
ヨ
子
副
部
長
は
、「
タ
オ
ル
一
本

運
動
」
で
集
め
た
タ
オ
ル
２
５
０
本
を
、

鮫
川
村
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ

だ
ま
り
荘
」（
下
重
三
男
所
長
）
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。同
女
性
部
の
タ
オ
ル
一
本
運

動
は
通
算
12
回
目
と
な
り
ま
す
。

下
重
所
長
は「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
女
性
部
の

皆
さ
ま
の
善
意
が
形
と
な
り
、私
た
ち
の

も
と
へ
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
タ
オ
ル
は
必
需
品
で
す
し
、と
て
も

助
か
り
ま
す
。あ
り
が
た
く
有
効
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

根
本
部
長
ら
は
、「
ず
っ
と
続
け
て
き

た
活
動
で
す
の
で
、多
く
の
部
員
に
浸
透

し
て
き
て
い
ま
す
。今
後
も
タ
オ
ル
一
本

運
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

し
ま
す
。

【水田 35㌃、畑 150㌃、
大型ハウス３棟、パイプ
ハウス１棟】

い
わ
せ
石
川
支
所

白
河
支
所

N
O

G
Y O J O S

H
I輝く

農業
女子

市
内
で
介
護
士
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
が
、結
婚
を
機
に
夫
の
実

家
で
、
夫
と
共
に
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
当
初
は
、慣
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
、戸
惑
う
こ
と
も
多
く
大
変
で
し

た
。
で
も
、農
業
に
携
わ
り
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
、夫
と
義
父
母
に
支
え

ら
れ
、就
農
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま

す
。

私
た
ち
の
営
農
形
態
は
、キ
ュ
ウ

リ
栽
培
を
中
心
に
、
春
、
夏
、
秋

の
野
菜
を
一
年
を
通
じ
て
消
費
者

へ
届
け
て
い
ま
す
。
私
は
、朝
か
ら

キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
作
業
を
行
い
、夕

方
か
ら
は
翌
日
出
荷
す
る
た
め
の

選
別
作
業
と
、毎
日
が
充
実
し
て
い

ま
す
。

家
族
経
営
な
の
で
当
た
り
前
で

す
が
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
多

く
、子
ど
も
と
接
す
る
時
間
も
取
れ

ま
す
し
、義
父
母
に
も
子
ど
も
の
面

倒
を
見
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
ま

す
。夫

が
目
標
と
す
る
農
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
、こ
れ
か
ら
も
義
父
母
か

ら
多
く
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

今
号
か
ら
、
県
内
で
元
気
に
活
躍
す
る
女
性
の
、
農
業
に
か
か
わ
る

思
い
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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からのお知らせ

あ
と
が
き

営農指導者・大野達弘さんからエール！

NPO 法人「ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会」で
は、毎年新規就農者を対象とした研修を受け付けてお
り、今まで 20 名ほどの研修生を迎えました。同協議会
副理事長の大野達弘さんは、「塚越さん
は就農フェアをきっかけに農業にエン
トリーした一人で、積極的に技術を吸
収するタイプ。何でも作れる営農者と
して成長してほしいですね。応援して
います！」と期待を寄せています。

広
報
紙
「
ひ
か
り
～
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ふ
く
し
ま
～
」
の

今
年
度
の
表
紙
テ
ー
マ
は
、「
地
域
農
業
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
“
ひ
か
り
”」
で
す
。
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
新

規
就
農
者
に
就
農
に
必
要
と
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を

継
承
す
る
営
農
指
導
者
の
姿
を
カ
メ
ラ
で
追
い
ま
し
た
。

農
業
と
向
き
合
う
熱
い
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

新
連
載
と
し
て
、「
輝
く
☀
農
業
女
子
」
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
毎
号
に
わ
た
っ
て
、
県
内
の
農
業
に
取
り

組
む
女
性
に
そ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
広
報
紙
「
ひ
か
り

～
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ふ
く
し
ま
～
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
い
わ
き
支
所
】

４
月
１
日
か
ら
い
わ
き
支
所
の
事
務
所
が
移
転
し

ま
し
た
。

〒
９
７
０-
８
０
２
６

い
わ
き
市
平
５
町
目
１
８-

５

☎
０
２
４
６
（
２
４
）
１
１
６
６

【
県
北
支
所
】

６
月
１
日
か
ら
県
北
支
所
の
事
務
所
が
移
転
す
る

予
定
で
す
。

〒
９
６
０-

８
１
５
２

福
島
市
鳥
谷
野
字
扇
田
５
５-

１

☎
０
２
４-

５
４
４-

２
７
１
１

当
農
業
共
済
組
合
の
県
北
地
区
担
当
理
事
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
安
齋
俊
一
氏
が
、
１
月
21
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申

し
上
げ
ま
す
。

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
役
職
員
一
同
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

前
県
北
地
区
担
当
理
事
の
逝
去
に
伴
い
、
後
任

に
菊
田
透
氏
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

共
済
組
合
で
は
、
農
業
共
済
事
業
加
入
に
伴

う
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
掛
金
等
を

現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
口
座
振
替
に
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

安
齋
俊
一
地
区
担
当
理
事

逝
去
の
お
知
ら
せ

新
任
理
事
就
任

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2018.4
1
0
号

りか
ひ

大野 達弘さん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
で
退
職

と
な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
県
北
支
所

　

阿
部　

良
夫

※
宍
戸　

勝
蔵

◦
安
達
支
所

　

渡
邊　

仁

◦
郡
山
田
村
支
所

※
村
上　

英
二

　

佐
久
間　

和
津
子

◦
い
わ
せ
石
川
支
所

　

鈴
木　

寿
弘

※
関
根　

弘

　

古
川　

隆
司

◦
白
河
支
所

　

和
知　

弘

◦
会
津
支
所

　

五
十
嵐　

昌
男

　

長
谷
川　

裕
二

※
清
水　

博
文

◦
相
馬
支
所

　

浜
名　

弘
幸

◦
浜
通
り
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

　

広
瀬　

弘
典

※
４
月
１
日
再
雇
用

新
し
い
仲
間
で
す

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で

採
用
と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
本
所

　

佐
藤　

聡
貴

　

新
井　

恭
平

◦
県
北
支
所

　

今
野　

航

　

幕
田　

和
生

◦
安
達
支
所

　

丹
治　

沙
弥
香

◦
郡
山
田
村
支
所

　

永
田　

雅
志

　

菅
波　

彩
夏

◦
い
わ
せ
石
川
支
所

　

山
田　

憲
一

◦
白
河
支
所

　

荒
川　

浩
輝

　

遠
藤　

智
子

◦
会
津
支
所

　

佐
藤　

翔

◦
相
馬
支
所

　

猪
狩　

奨
太

◦
い
わ
き
支
所

　

渡
辺　

千
尋

◦
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

　

川
合　

主
馬
（
獣
医
師
）

　

長
島　

美
晴
（
獣
医
師
）

　

井
村　

謙
吾
（
獣
医
師
）

職員人事


